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沼津高専非常勤講師

三島市周辺の石燈籠の石材と地震被害
―ジオツアー三島を通して―

増　島　　　淳
　静岡県東部地域では観光業再生の一助として，「伊豆半島世界ジオパーク構想」が進行している．
筆者は 2011 年から「ジオ」に興味を持つ方々を対象に三島市と周辺地域で，徒歩による「ジオツァー
三島」を企画・実施している．
　ジオパークの構成要素は，地域の地形・地質のみならず，それらに関連する歴史遺産や各種産業な
どと幅広く，広視野で見ると地域のすべてがジオパークの構成要素となる．
　石造物は地域の地質と人間のかかわりを知るジオパークの主要な構成要素である．石造物の人文科
学的調査は各自治体で行われているが，自然科学的な調査は殆ど行われていない．今回は「ジオツァー
三島」の下見で調べた三島市・長泉町・清水町内の石造物のうち，石燈籠だけに着目し，石材の種類
の時代による違いや，石燈籠に残された地震の痕跡などをまとめる．

1 ．調査した石燈籠の位置と数
　伊豆地域の採石業は江戸時代初期，江戸城や駿府城の石垣用材の需要から始まり，都市部の発展に
伴い本格化した．江戸時代後期からは古文書記録にも多出する．
　調査地域内には江戸時代中期から現代にかけて設置された石燈籠が多数存在し，古いものは北伊豆
の凝灰岩を用いたものが多く，新しいものは殆どが海外の石材を使用している．
　観察・記載した石燈籠は，寺社境内や路傍の 66 か所，201 基である．設置年代が確認できたのは，
江戸時代 78 基，明治期 18 基，大正期 13 基，昭和期 36 基，平成期 21 基の合計 166 基である．設置
年代の明らかな 166 基を対象として以下に考察する（図 1）．
　なお，個人宅の庭に設置されている石燈籠は調査対象から除外した．三島市立公園楽寿園内の多数
の石燈籠も，小松宮殿下や李王家の別荘時に設置されたものなので除外した．これについては楽寿園
のホームページに記載した．

2 ．石燈籠の石材
　石燈籠は上部より，宝珠・笠・火袋・中台・竿・基礎からなり（図 2），製造当初はどの部品も同
一の石材を使用しているが，古いものは移動や破損によって異なる石材が部分的に補われ，一基で数
種類の石材からなる場合があるので，「石燈籠の石材」とは「竿」の石材を意味することとする．石
材の地学的名称は主に高橋豊の地質図によった．
　（1）時代による石材の変化
　調査地域で最古の石燈籠は長泉町・願掛八幡神社境内の三島溶岩製燈籠で寛永 19 年（1642）であ
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図 1　調査した石燈籠の位置　　1/2.5 万　三島図幅
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る．三島市内最古は西若町・若宮八幡神社境内の
万治 2 年（1659）の火山岩類製（玄武岩〜安山岩，
石燈籠はハンマーで新鮮な断面を見ることができ
ず，推定したものもある）である．
　166 基の石燈籠の設置年代と石材の関係を図 3
に示した．1758 年までに設置された古い石燈籠
11 基中 9 基は硬い火成岩類である．風化に強く
残りやすかったのだろう．
　例外は，三島大社に小田原城主が宝永 8 年

（1711・直前の宝永地震や宝永噴火で小田原藩は
大被害を受けた．富士山の怒りを収める目的か）
に奉納したもので，風化しやすい凝灰岩製（笠裏
側の風化面は長岡凝灰岩中部層・伊豆の国市古奈
付近の石切り場産・のように見える）だが，何度
も修復を行った可能性があり，三島大社には安政
地震（1854）で破損・修理した記録が残っている．
メンテナンスが良ければ凝灰岩製でも後世まで残
ることがある．
　江戸時代後半（1762 年以降）になると，現在
の伊豆の国市・北江間・横根沢の石切り場で採石
された凝灰岩「江間石＝長岡凝灰岩上部層．新生
代・第三紀・鮮新世（数百万年前）に海底に堆積
した火山灰が固結したもの．熱水の影響を若干受
けて褐色を呈す，砂質凝灰岩」を石材とした燈籠
が出現し，以後の設置年代のわかる凝灰岩製燈籠
の殆ど全ては同材で作られている．
　同材は，火山岩に比べると柔らかく加工しやす
く，表面の色合いはよくないが，砂質なので，耐
久性もあり実用的で，本地域の石燈籠の主流であ
る．同材を使用した燈籠は昭和 9 年（1934，清水
町・秀源寺）まで確認できた．
　江戸時代を通じ．安山岩や玄武岩製の燈籠も数多く製造されているが，硬く手間がかかり工賃も上
がるためか，主流ではない．
　1876 年～1900 年は設置数が極端に少ない．明治維新後の不安定な社会情勢が影響したものと思わ
れる．
　太平洋戦争前後は石燈籠の設置は殆どなく，戦時中の経済活動の低下が推察される．

図 2　石燈籠の部分名称

図 3　石燈籠の設置時期と岩質の関係
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図 4　地域による使用石材の違い　　1/2.5 万　三島図幅
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　1960 年代前後は，火山岩類製と花崗岩製が殆どで，伊豆の石切り場から産出した最後の凝灰岩製
燈籠は三島市・新谷稲荷神社に昭和 45 年（1970）に奉納された小室石製（伊豆の国市の城山の南にあっ
た石切り場から産出）である．
　昭和 47 年（1972）以降は設置数が急増する．高度経済成長によるものと思われるが，比較的安価
で見栄えの良い，海外産の花崗岩類製が殆どである．
　（2）地域による利用石材の違い
　伊豆各地で凝灰岩の採石が盛んに行われ，海外や国内遠方から石材が搬入される以前（北伊豆地震・
1930 年以前．）に作られた石燈籠を対象にして，調査地域を 4 地区に分け，地域ごとの石材の違いを
グラフ化した（図 4）．
　「三島宿地区」は江戸時代，宿場内の寺社境内には奉納された石燈籠があり，旧東海道に沿った町
内の辻々には常夜灯として石燈籠が設置されていた（対象となる 54 基中 38 基は江戸時代のもの）．
　調査した 54 基中 40 基は，長岡凝灰岩上部層が使用されている．12 基は．箱根火山や北江間に分
布する第三系の安山岩類などの硬い火山岩が使用されている．
　残る 2 基は，1740 年に三島宿の有力者達が三島大社に奉納し，1930 年の北伊豆地震で倒れ破損し，
三島市・日隅神社に移された花崗岩製のものである（奉納者名は移設後の燈籠では確認できないが，
文政 7 年 1824 の三島問屋場の古文書に記録が残っている）．
　花崗岩製の 2 基以外は全て近辺の伊豆国内に産地がある．
　「三島南地区＝三島宿外」，調査した 24 基の石材は，18 基が長岡凝灰岩上部層製，6 基が伊豆の火
山岩類製で，三島宿地区の構成と同じ傾向を示した．
　旧東海道沿いの「清水町（駿河の国）」で調査した 20 基は，14 基が長岡凝灰岩上部層製，6 基が火
山岩類製で，三島宿地区の構成と近似するが，黄瀬川脇の智方神社の 2 基は神社に最も近い山地であ
る香貫山の火山岩類を使用している．
　「三島宿北方・長泉地区」の三島溶岩（新富士火山の旧期溶岩・約 1 万年前）露出域では，15 基中
10 基が三島溶岩製で大半を占め，長岡凝灰岩上部層製は 4 基と少ない．
　地域で分けた石燈籠の石材は，三島宿を含む旧東海道沿いと，その南部では長岡凝灰岩上部層製が
主流だが，三島宿の北側では三島溶岩製が多い．
　三島宿内にも三島溶岩が露出しているが利用されなかった理由は，溶岩よりも加工しやすい凝灰岩
が，伊豆国内の近辺で得ることができたからだろう．
　なお，熱水作用を強く受けて美しい緑色を呈し，肌理が細かく見栄えの良い，長岡凝灰岩中部層を
使用した燈籠も数点確認したが，風化が激しく表面が剥離し，設置時期が特定できず，調査対象にな
らなかった．風化しやすい石材は風雨にさらされる燈籠の用材としては適していない．

3 ．火袋の石材と地震の関係
　古い石燈籠を観察すると，火袋だけ石材が異なっている場合が多く，火袋を欠くものもよく見かけ
た．
　三島市・六所王子神社境内の明治 39 年（1893）に奉納された石燈籠は，火袋に「大正 12 年 9 月の
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強震（関東大震災）で破損したので修理した」と
の記載がある．
　背が高く，部材を積み重ねた石燈籠は地震で倒
れやすい．倒壊すると火袋は高い位置にあり，内
部を刳り抜いてあるので，割れてしまう確率が非
常に高い．昭和 5 年（1930），丹那断層が活動し
た北伊豆地震では，三島大社の被害写真が複数残
されているが，合計 4 基の石燈籠の倒壊が確認で
き，全てで火袋が粉砕している．
　古い石燈籠の火袋の有無や，作り変えは，過去
の地震被害を現在に伝える貴重な歴史証拠であ
る．
　江戸時代中期以降三島地域を襲った大地震は元
禄（1703，三島宿の多くの家屋や倉が倒壊）・宝
永（1707，倒壊家屋多数）・安政（1854，家屋全
壊 986 戸 /1074 戸，寺社全壊 47 軒 /51 軒）・関東（1924，全壊 48 戸）・北伊豆（1930，全壊 476 戸）
地震などが知られているので，それぞれの年代で区切り，166 基の石燈籠の火袋の有無・作り変えを
グラフ化した（図 5）．
　北伊豆地震発生以前に設置された石燈籠 114 基のうち，18 基には火袋がない．6 基は破損・修理の
跡がある．
　83 基（江戸時代 61 基・内不確実 4 基，明治期 11 基，大正期 6 基，昭和期 5 基）は竿と火袋の石
材が異なっており，大井凝灰角礫岩・小室石・人造石・コンクリート製などの大正時代以降に本地域
で使用されるようになった石材が，江戸時代や明治期の石燈籠に組み込まれている場合も多い．
竿と同質で殆ど無傷の火袋を持つものは 7 基しかない．その石材は安山岩 3，デイサイト 1，三島溶
岩 1，と頑丈な石材が使用されている．竿と同質の火袋で長岡凝灰岩上部層製のものは清水町・土肥
山稲荷神社境内に大正 11 年（1922）に設置された 2 基のうちの 1 基しかない．神社付近は御殿場泥
流上にあり地盤が安定しており，北伊豆地震の震源から離れていることなども幸いし，奇跡的に粉砕
を免れたものだろう（一対で奉納された他の石燈籠の火袋は作り直されている）．
　残る 1 基は三島市・鶴喰八幡神社境内にある．丈夫な大井凝灰角礫岩製（明治 43 年・1910）で，
竿の上部が刳り抜かれ火袋となっており，構造が異なる．
北伊豆地震以後に設置された石燈籠 52 基のうち，凝灰岩製の 5 基を含み，50 基の火袋は竿と同質で
ある．
　火袋と竿の石材が異なる 2 基は三島市・御門天神社境内の昭和 40 年（1965）奉納の一対だけで，
全体が安山岩製で火袋も特徴がやや異なる安山岩からなる．作り直しではないかもしれない．
　以上より，三島市・長泉町・清水町地域の北伊豆地震以前に設置された石燈籠の殆ど全ては，地震
で倒壊し，火袋は粉砕し，作り直された可能性が非常に高いことがわかる．特に安政地震や北伊豆地

図 5　竿と火袋の材質の関係
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震で火袋が粉砕したものの中には火袋が新調されず放置されて
いるものも多い．古い石燈籠は過去の地震被害を今に伝える大
切な証拠である．
　以下に，火袋作り替えのいきさつを推定した具体例を一件あ
げておく．
　調査地域で最古の石燈籠，長泉町・願掛八幡神社境内に設置
されている寛永 19 年（1642）奉納の石燈籠は，火袋は黒色の
三島溶岩で作られており，二つに割れたものをつなぎ合わせて
ある．火袋以外の部分は灰色の三島溶岩で構成されている（図
6）．
　対になって並ぶ石燈籠は全体が黒色の三島溶岩製で，明治
14 年（1881）8 月に奉納されているが破損・修理の跡がある．
これらから以下のことが推定される．
　寛永 19 年奉納の石燈籠は，安政地震で火袋が壊れ，そのま
まで放置されていたが，神社に対して崇敬の念の篤い氏子（若
いころ安政地震を経験し，町内の諸神社の石燈籠が壊れたまま
放置されているのを心苦しく思っていた）が一念発起し 27 年
後に黒色の三島溶岩製燈籠を 1 基奉納した．その際，古い石燈
籠にも同質の溶岩で火袋を作り直し，一対とした．
　しかし，2 基の石燈籠は 1930 年の北伊豆地震で倒れ，共に
破損したが，補修し現在に至っている．
　願掛八幡神社に黒い三島溶岩製燈籠を奉納した氏子は，もう 1 基，全く同質・同形・同大の石燈籠
を，長泉町内の割狐塚稲荷神社（溶岩塚をそのまま利用している）に，明治 14 年 2 月に奉納している．
本来は 2 基の燈籠を願掛八幡神社に奉納する予定だったが，古い石燈籠が壊れながらも残っていたの
で，それを整備し直し一対とし，一基は割狐塚稲荷神社に奉納したのかもしれない．
　なお，上記以外の石燈籠でも，作り直した火袋の石材の違いから，作り直しの時期や石材店の違い
を推定できる．今後も調査を継続し後日報告したい．

4 ．おわりに
　普段何気なく見てきた石燈籠も，じっくり観察すると，貴重な情報を我々に伝えてくれる．
　使用石材の時代変化や地域による違いは，地域交流圏の変化を示している．設置数の増減は，その
時々の日本の状況を反映している．火袋の有無や作り直しは，過去の地震被害を暗示している．
　ジオツァーの楽しみは，天然記念物クラスの崖だけではなく，身近なものにも地球のダイナミック
な営みと，それを活用する人間の関係を確認できることである．私たちを取り巻くすべてが「ジオパー
ク」の構成要素である．
　「ジオツァー三島」の参加者は．延べ 1000 名を超えた．ジオツアーに賛同し，東部支部サポーター

図 6 　調査地域最古の石燈籠
　　　長泉町・願掛八幡神社
　　　三島溶岩製だが，火袋は作り直

してあり，さらに破損・補修
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図 7　石燈籠一覧　　火袋，異＝竿の石材と異なる，無＝火袋なし，同＝竿の石材と同じ．
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会員に加入された方も 60 名を超えた．未調査の地域も残っている．今後も皆さんと一緒にジオツァー
を楽しみながら，調査を続けようと思う．
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